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11月号 
令和 3年 11月 25日発行 

コロナ感染症の影響により中止されていた三岳保育園と男梅の会のさつまいも交流会が再開さ

れました。保育園や小学校の課外活動をサポートしてくださる「男梅の会」の方々に、年間を通し

てさつま芋作りの活動（苗植え、芋掘り、焼き芋会）にご協力いただきました。 

苗植えでは、「苗を土の上に寝かせて、土の布団をかけるんだよ」と、お手本を見せながら優し 

く園児たちに教えてくれました。収穫では、「先生見てー！」、 

「おじいちゃん見てー！」と、元気な声が飛び交い、沢山の 

さつまいもを収穫することができました。焼き芋会では、「お 

いしくな～れ！」とおまじないをかけて、ホクホクに焼けた 

美味しいさつまいもをみんなで食べることができました。 

男梅の会の方からは、「この交流会が、子どもたちにとっ 

て楽しくて心に残るような体験になったことが嬉しい」と感 

想をいただきました。 

 

 

 

 

          

社協だよりの発行には、共同募金の配分金を使わせていただいています。 

 

木曽福島支所 福島6305番地 24-3777

日義支所 日義1600番地1 26-2283

開田支所 開田高原末川2797番地 42-3388

三岳支所 三岳6311番地 46-2117



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時  令和３年８月６日（金） 

     午後１時３０分 

          ～午後３時 

 

場 所  日義公民館  

多目的ホール 

 

内 容  ハーバリウム作り 

 

参加費  ５００円（お１人様） 

 

募集人数 １５名 

 

申込締切 ８月２日（月） 

 木曽町の高齢化率は 42.85％と年々増加しており、高齢者のみの世帯も増えています。高齢者の

みの生活は心配や不安、大変な事も多くあると思いますが、誰もが住み慣れた地域で自分らしく生活

し続けたいと思っています。 

 その願いを実現するため、木曽町社協では、木曽町地域包括センターと共に、生活支援体制整備事

業を実施し、いくつになっても住み慣れた木曽町で暮らし続けられる地域づくりを推進しています。 

 今までは、ご近所同士の見守りや支え合いを『地域のお宝』としてご紹介をしてきましたが、今年

度は新たに、木曽町商工会に協力を依頼し、地域の商店の皆さまにも見守りのご協力をお願いしまし

た。今回はその取り組みをご紹介いたします。 

 

★★★心配ごと相談所開催のお知らせ★★★ 

日    時：令和 ３年１２月８日（水）１３：００～１６：００まで 

場    所：木曽郡民会館  

主な相談内容：法律相談(弁護士)･心配ごと相談（木曽福島地区民生委員）･行政相談･人権相談 

◎法律に関する相談については、予約が必要となります。  

法律に関する相談を希望される方は、１２月７日（火）までに、お申し込みください。 

また、木曽町社協では、松本弁護士会をはじめ、民生委員、行政相談委員、人権擁護委員、まい

さぽ木曽と連携しながら、相談所以外でも相談を受け付けます。  

  

 

 地域の商店での『ゆるやかな見守り』 

 何か特別な事をしていただくわけではな

く、「あいさつ」や「日常会話」が高齢者の

ちょっとした変化や、困り事に気づくきっ

かけになることがあります。 

 その中で「ちょっと心配だな」と思う事

があれば町・社協に相談していただけるよ

う、地域の商店の皆さまとの関係作りをし

ていきます。 

 

  

 安心して地域で暮らすために、顔の見える関係作りや集いの場は必要不可欠です。今まではその

様な集いの場に焦点を当て、『地域のお宝』を探していましたが、新型コロナウイルスの流行に伴

い、地域での集まり等はまだまだ自粛傾向にあります。 

 今後は、地域にある商店と高齢者との繋がりにも焦点を当て、『地域のお宝』探しをしていきた

いと思っています。商店の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。 

 
 ご協力いただける商店の皆さま、詳しく話を聞いてみたい等のお問い合わせは、 

      木曽町社協 生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ ☎２６－１１１６ までご連絡ください。 

 

 

安心して暮らせる『思いやり』探し 

 商店の日常業務の延長で、「ついでにしてい

る」ことが、高齢者の生活を支えているという

事も多くあります。 

 木曽町の商店でも実際に、 

「訪問した時に電球が切れていたから、ついで

に替えていくね」 

「店まで来るの大変だから配達しに行くね」 

この様な取り組みで地域の高齢者の生活を支

えている商店がたくさんあります。 

 高齢者が地域で安心して暮らし続けるため

に欠かせない、「お店の思いやり」を探すため、

商店の皆さまのお話を伺いたいと思います。 


